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ARCHITREND ZERO Ver.11の新機能 

 
処理選択／設定／共通機能 

建築基準法改正に伴い、処理選択メニューに「申請・性能（2025～）」のメニューを追加しました。従来のメニューはそのまま
に、新規オプションプログラム「仕様表」「省エネ仕様基準」「省エネ仕様基準図」「木造壁量計算 2025」「木造壁量計算表 2025」
のアイコンが表示されます。 
 
 

2025年 4月施行 法改正版の処理メニューを新設 

【 Ver.10 の「意匠」タブのメニュー】 

NEW 

NEW 

NEW 

メニュー
を追加 

バージョンアップをして ZERO Ver.11にした場合には、上記の操作手順を実施することで、「申

請・性能（2025～）」メニューや「Ver11」タブを表示することができます。処理選択メニュー

に新アイコンを表示しない場合は「現在の状態」を選択してください。 

詳細については、お客様サポートサイト「インストール/認証・起動－その他お困りごと－アップ

グレード（バージョンアップ）時のよくあるお問い合わせ」「Q：物件を開いたときに「処理選択

の確認」ダイアログが開きます。どれにチェックを入れればよいですか？」を確認してください。 

 
 

【バージョンアップ後の初回物件起動時】 

アイコン位置を 
カスタマイズし
ていない場合 

【 Ver.11 の「意匠」タブのメニュー】 

「Ver11」タブ
を新規追加 
 

カスタマイズし
ている場合（リセ
ットしない） 

NEW 

https://www.fukuicompu.co.jp/mnl/ZERO/installfaq/ze_03s/ze_03s_180.html
https://www.fukuicompu.co.jp/mnl/ZERO/installfaq/ze_03s/ze_03s_180.html
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処理選択にあるオプション案内のサービス
終了に伴い、「オプションのご案内」ボタン
を削除しました。 

処理選択のオプションのご案内サービス終了 

 

専用初期設定ダイアログのレイヤ、属性レイヤ、保護レイヤのサイズを見直しました。 
木造壁量計算の「レイヤ」のように長い名称のレイヤ名も確認しやすいようになりました。 

専用初期設定（レイヤ・属性レイヤ）のレイアウト変更 

 

【ZERO Ver.10 木造壁量計算 専用初期設定】 【ZERO Ver.11 木造壁量計算 専用初期設定】 
 

2025年 4月施行の基準に伴い、新しい必要
壁量を算定するために必要な条件設定画面
を物件初期設定に設けました。 
「平面図」の「耐震チェック」、「壁量計算
2025」の「一括自動作成」に連動します。 

物件初期設定（性能・地域事項） 

※ 新規物件作成時の「物件情報 新規物件
ウィザード」の２ページ目の画面にも同
様な項目（「積雪単位荷重」「標準せん断
力係数」「荷重設定」）を追加しました。 

【性能・地域条件－建築物事項】 
 

【性能・地域条件－荷重】 
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共通ツールバー 

2025年 4月施行の『四号特例の見直し』に
より、これまでの四号建築物で審査省略の対
象であった項目について審査対象としまし
た。国交省の指導のもと、旧４号から新２号
に変更になる建物に関して、「申請・審査マニ
ュアル」が発行され、このマニュアルに準拠
した必要な図書の作成が進められるよう、 
チェック機能を強化しました。 

確認申請チェック 

 

【ユーザー作成マスタ】 
10個から 20個に拡張しました。 
※ Ver.10で3番目に登録された
ユーザー作成マスタは 4番目
に移動されます。 

【システム固定マスタ】 
出荷標準の確認申請チェック用
マスタ 

今回追加 

【ツリー表示 OFF】 
 

【ツリー表示 ON／図面毎 OFF】 
 

【ツリー表示 ON／図面毎 ON】 
 

申請審査マニュアル
の区分名 

【審査対象外】 
申請建物の条件に応じて、審
査の不要な項目を対象外と
することができます。 
※ パネルの「審査対象外」
チェックボックスと同 
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チェックマスタへ追加できるプログラムを
追加しました。また、画面を大きくしました。 
 
※「任意階」「任意面」について、自動チェ
ックが ONで対象物が配置されている図
面が開かれていない場合には、その図面
を開いて選択状態になるように改善しま
した。 

確認申請チェック－設定 

追加されたチェック項目に該当するタグ付き
文字を追加しました。並び順は、「申請・審査
マニュアル」に準拠した並びです。 
また、「分類」に「床面積求積図」「矩計図」「壁
量計算」「給排水衛生・電気設備」を追加しま
した。  
※ なお、Ver11はコマンド処理により自動的
に埋め込まれるタグはありません。 

※ 汎用文字・寸法でのタグも同様です。 

確認申請チェック－タグ 

【ZERO Ver.10】 【ZERO Ver.11】 
 

確認審査対象を「対象」「対象外」、チェック有無を「■：ON」「□：OFF」「--：対象外」で識別できるようにしました。 
 

確認申請チェック－Excel出力 

【審査対象／チェック】 
審査対象外の項目は、
「対象外」「--」を表示し
ます。 
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平面図 

3Dカタログに登録された室内窓を ZEROに登録することが可能になりました。 
現状は「室内ドア」の分類に登録されている室内窓群が、「室内窓」と分別されるようになりました。 

室内窓の追加 

1 

2 

【建具入力バー：ON時】 
 

【建具入力バー：OFF時】 
 

【建具選択時の分類】 

※ なお、立面図・矩計図の建具コマンドには、「室内ドア」がないために「室内窓」は追加されません。 

耐震チェック（法改正対応：壁量基準・柱の小径チェック） 

意匠段階で 2025年 4月施行の必要壁量基準、柱の小径の確認が可能になりました。 

【柱の小径チェック】 
意匠段階で 2025年 4月施行の
柱の小径・負担面積に対して確
認が可能です。 

※ 対象は 5㎡を超えた面積を
対象としています。 

【木造壁量基準の設定・切替】 
意匠段階で 2025年 4月施行の必要壁量基準に対し
て耐震設計の確認が可能です。 
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屋根伏図 

太陽光パネル設置表 

設置表の
配置 

設置方式、種類、方位、勾配、パワーコンデ
ィショナーの仕様など、太陽光パネルの設置
に関する詳細な情報を記載した設置表の登録
が可能になりました。 

【太陽光パネル設置表】 
国交省の「省エネ技術解説テキ
スト」では、一次エネルギー計
算の根拠として、太陽光パネル
の設置に関する情報が求めら
れており、太陽光パネル設置表
の配置に対応しました。 
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【仕様表】 

 
仕様表 

2025年施行の改正建築基準法による新 2号
建築物のうち、構造安全性を確認できる建築
物で提出する確認申請図書構造関係の「仕様
表」を作成するプログラムを追加しました。 
この「仕様表」を作成することで、提出図書
の基礎伏図、小屋伏図、各階床伏図、2面以
上の軸組図の添付を省略できます。 
 
※ 仕様表の利用には、「仕様書作成」オプシ
ョンプログラムが必要です。 

仕様表の作成 

【仕様表図面】 

作成する仕様表
の各項目を入力 

入力した仕様表を
図面に出力 

新規プログラム 
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省エネ仕様基準 

省エネ仕様基準評価に対応 

2025年 4月以降の確認申請時に省エネ適合
判定が不要な仕様基準に対応しました。 
戸建てや共同住宅といった住宅の種類、地
域、構造、工法ごとに断熱材の熱抵抗基準、
開口部の断熱性能、日射遮蔽基準、設備機器
の基準を評価します。 
 

新規プログ
ラム 

仕様表 

開口部
一覧表 

平面図 

断面図 

立面図 
設備機器
一覧表 

「省エネ仕様基準」 
断熱範囲や建具、設備機器などの配置を行い
仕様基準に適合しているか判定を確認でき
ます。 
庇の距離を記載する立面図、断熱範囲を表示
した断面図も作成できます。 

「省エネ仕様基準図」 
「省エネ仕様基準」で作成したデータを元に
申請に必要な表や図面を作成できます。 

【省エネ仕様基準 平面】 【省エネ仕様基準 立面】 【省エネ仕様基準 断面】 

メーカー断熱材を登録して利用可能 

3Dカタログ.comに登録されている断熱材
をダウンロードして利用できます。 
各メーカーのカタログ仕様を参考にしなく
ても登録することが可能です。 

メーカー断熱材
ダウンロード 

メーカー断熱材
登録 

省エネ仕様基準はオプションプログラムです。 
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断熱範囲 

【1階 省エネ仕様基準 平面】 【2階 省エネ仕様基準 平面】 

自動配置に対応 

断熱材や設備機器の評価方法の指定、開口部の仕様を確認して、断熱範囲などを自動で配置することができます。 
省エネ義務化に伴い、2025年 4月以降の確認申請時に必要な図書を素早く作成できます。 

開口部の
仕様確認 

仕様表作成 

国土交通省の解説テキストに掲載されている確認申請図書サンプルに沿った仕様表（仕様基準）を作成できます。 

・省エネ仕様基準では、「仕様表」コマンドから断熱材、開口部、設備機器の仕様を確認できます。判定が NGの場合や配置エ
ラーのときは、該当の仕様を赤字で表示してダイアログ下部にメッセージを表示します。 

・省エネ仕様基準図では、省エネ仕様基準で配置した仕様の「仕様表」を作図できます。 

【省エネ仕様基準】 【省エネ仕様基準図】 

断熱材の仕様確認
と判定確認 

設備機器の
仕様確認 

次へ 次へ 完了 

配置している仕様が NG や配置エラーの場合は、
ダイアログの下部にメッセージが表示されます。 
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開口部一覧表作成 

国土交通省の解説テキストに掲載されている確認申請図書サンプルに沿った開口部の仕様一覧表を作成できます。 
作成に時間がかかる開口部一覧表も容易に作成できます。 

・省エネ仕様基準では、「建具」メニューから「開口部一覧」を表示して仕様を確認でき、判定に使用する建具がどれかを確
認できます。また、緩和対象の建具の指定や確認も可能です。 

・省エネ仕様基準図では、省エネ仕様基準で配置した開口部の一覧表を配置できます。 
 

設備機器登録 

国土交通省の解説テキストに掲載されてい
る確認申請図書サンプルに沿った設備機器
を図面に表示できます。 

【省エネ仕様基準】 【省エネ仕様基準図】 

【省エネ仕様基準】 

【省エネ仕様基準図】 

【設備機器入力ダイアログ：例 暖房設備】 

【拡大図】 

・省エネ仕様基準では、「設備」メニューか
ら各設備機器を入力できます。 

 
・省エネ仕様基準図では、省エネ仕様基準で
配置した設備機器を平面の配置時に表示
します。 

判定に使用
の建具は● 

2％、4％緩和建具の判定も表示します。 
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【省エネ仕様基準】 【省エネ仕様基準図】 

設備機器一覧表作成 

国土交通省の解説テキストに掲載されている確認申請図書サンプルに沿った設備機器の仕様一覧表を作成できます。 

・省エネ仕様基準では、「設備」メニューから「設備機器一覧」を表示して仕様を確認できます。判定が NGの場合や配置エ
ラーのときは、該当の仕様を赤字で表示してダイアログ下部にメッセージを表示します。 

・省エネ仕様基準図では、省エネ仕様基準で配置した設備機器の一覧表を配置できます。 

平面・断面の断熱範囲描画 

国土交通省の解説テキストに掲載されている確認申請図書サンプルに沿った断熱範囲を描画できる機能を設けました。 

・省エネ仕様基準では、「自動」や「断熱」メニューから断熱範囲を入力できます。また、省エネ仕様基準 断面の作成画面で
は「断熱範囲」コマンドから入力可能です。 

・省エネ仕様基準図では、省エネ仕様基準で入力した断熱範囲を平面や断面の配置時に表示します。 

【1階 省エネ仕様基準 平面】 

【省エネ仕様基準】 

【省エネ仕様基準 断面】 

【省エネ仕様基準図】 

判定 NGや配置エラーの場合は、ダイアログの
下部にメッセージが表示されます。 
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 窓・外気に接する床の緩和措置に対応 

窓の 2％緩和、4％緩和及び外気に接する床の 5％緩和措置に対応しました。 
緩和条件に必要な面積もすぐに算出でき、緩和建具の判定や、外気に接する床面積表も容易にできます。 

・省エネ仕様基準では、「緩和」メニューから 2％・4％の緩和建具指定、5％外気に接する床指定と判定を確認できます。 
・省エネ仕様基準図では、省エネ仕様基準で指定した緩和建具を「開口部一覧表」の配置時に表示します。外気に接する床は、
「平面」メニューの「外気床面積表」から配置できます。 

 

【省エネ仕様基準図】 【省エネ仕様基準】 

【例 2％緩和建具指定ダイアログ】 【開口部一覧表】 

【外気に接する床面積表】 

断熱 2％、日射 4％緩和のどちらかの建具がある場合
は、表の下部に表示します。 
緩和建具が無い場合は、緩和の行は表示しません。 
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木造壁量計算 法改正対応 

2025年 4月施行の木造壁量基準（※1）に対応しました。太陽光発電設備等や屋根・外壁・断熱材等の仕様を考慮した
「表計算ツール（多機能版）（※2）」に基づき、新基準にて設計図書作成が可能になりました。 

木造壁量計算 法改正対応 

(※3) 法改正の概要

 

※1 従来のプログラムは『木造壁量計算』（旧基準での算定）のまま利用が可能で、新プログラムを『木造壁量計算 2025』（新基
準での算定）としてリリースしました。『木造壁量計算』を購入済の場合は、ZERO Ver.11にバージョンアップすることで『木
造壁量計算 2025』を利用できます。 

※2 公益財団法人 日本住宅・木材技術センター（以下「日本住宅木材技術センター」という）の支援ツールが公開されており、
どなたでもダウンロードができ活用して算定が行えます。 

※3 法改正の概要について、詳しくはプログラムヘルプトピックス『2025法改正対応について』をご確認ください。 

2025年 4月施行の木造壁量基準の『乗ずる数値』を求められるように対応しました。また柱の負担面積も自動で算出します。 
必要壁量算出・見付面積・床面積・柱負担面積を自動算出することで図面作成手間を低減します。 

一括自動 新基準に対応 

新基準の『乗ず
る数値』を算出 

新基準の条件設
定をスムーズに 
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【木造壁量計算 2025】 【木造壁量計算表 2025】 

2025年 4月施行の木造壁量基準の必要壁量
算出に対応しました。新壁量係数（地震力の
乗ずる数値）は日本住宅木材技術センターが
提供する「表計算ツール（多機能版）(※)」
に準じています。 

必要壁量 新基準に対応 

表計算ツール（多
機能版）に基づい
た計算が可能 

※ 表計算ツール（多機能版）は、2024年 9月 17日 時点の日本住宅木材技術センターの公式ホームページ URL 
https://www.howtec.or.jp/publics/index/411/ を参考としています。 

 

準耐力壁等の壁量を考慮ができるように対
応しました。 
建築基準法に算入する準耐力壁等を、任意に
存在壁量として算入することが可能になり
ました。 

基準法に準耐力壁等の算入 

基準法
モード 

準耐力壁
等の入力
が可能に 

※ 準耐力壁等の基準法への算入に伴い、「準耐力壁等割合確認表」など複数の図面
拡張を行っています。 

 

基準法で算入している準耐力壁等の壁量が、地
震力必要壁量の1/2以下であることを確認する
『準耐力壁等割合確認表』に対応しました。 
基準法で算入している準耐力壁等の壁量が、適
切であるかを確認することが容易になります。 

準耐力壁等割合確認表 

https://www.howtec.or.jp/publics/index/411/
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N値計算法 新基準に対応 

建築基準法にて、準耐力壁等を考慮した存在
壁量を出力できるよう対応しました。 
建築基準法に算入する準耐力壁等を任意に
選択し、存在壁量に算入することが可能にな
りました。 

存在壁量 新基準に対応 【木造壁量計算 2025】 

柱の小径 新基準に対応 

【木造壁量計算表 2025】 

【木造壁量計算 2025】 

※ 柱の小径や柱の負担可能面積の算定を支援するためのツールとして「日本住宅
木材技術センター」の支援ツールが公開されており、どなたでもダウンロード
ができ、活用して算定が行えます。 

 

柱の小径（座屈）に関する検定比の計算、柱の負担面
積の算出に対応しました。算定ツール(※)に基づき下
記の 3通りの確認をすることが可能です。 
方法2-1. 算定式と有効細長比より柱の小径を求める

場合 
方法2-2. 樹種等を選択し、算定式と有効細長比より

柱の小径を求める場合 
方法2-3. 柱の負担可能面積 
有効細長比の算定表や、根拠となる負担領域求積図を
アウトプットします。 

基準法として算
入した準耐力壁
等壁量を加算 

準耐力壁等の倍率が 1.5倍を超える場合にお
いて、引き抜き力に算入できるようになりま
した。 
基準法に算入した準耐力壁が 1.5倍以上であ
る場合は自動で考慮することで、計算漏れを
なくします。 
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日本住宅木材技術センターの提供する「表計
算ツール（多機能版）」に、物件情報を直接
出力することが可能です。 
日本住宅木材技術センターのホームページ
https://www.howtec.or.jp/publics/index
/411/ 
からダウンロードした Excelファイルを指定
して、ZEROの計算結果を流し込みます。
Excel出力して必要壁量・柱小径の根拠資料
として利用できます。 

表計算ツール Excel出力 

 

2025年 4月施行の木造壁量基準に対応した
表を、一括で出力できるように拡張しまし
た。 
確認申請に必要な設計図書を一括で作成可
能になりました。 

計算書一括出力 新基準に対応 

 

 新基準対応の設計
図書を一括出力 

※ 日本住宅木材技術センターの電算プログラム
認定は未認定の為、認定番号は表示されませ
ん。 

※ 「計算書一括出力」では、用紙レイアウトを優
先し、図面の縮尺を自動調整します。 

ダウンロードし
た Excelファイ
ル※無記入可 

ZERO から物件
情報を Excelに
出力※印刷して
利用可能 

根拠として
添付可能に 

https://www.howtec.or.jp/publics/index/411/
https://www.howtec.or.jp/publics/index/411/
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木造構造計算 

法改正に伴い、以下に対応しました。法改正に伴う構造計算に関する規定変更に迅速に対応し、四号特例の縮小によって生じた
構造計算の需要に対応しました。 

「令 46条壁量計算」を行わない設定の追加 
 新基準の壁量計算 
 高さに関する制限（13m⇒16m）を変更 
 令 46条壁量計算抜粋版の確認申請用図書を出力可能 

構造計算 法改正対応 

【初期設定：構造計算条件Ⅰ】 

2025 年 4⽉の法改正より構造計算を行う場合、令 46 条壁量計算が不要となりま
すが、法改正施⾏前（〜2025 年 3⽉31⽇）は従来通り、令 46 条壁量計算が必要
となります。 
旧基準で計算する場合は、「令 46条壁量計算を対象とする」を ONにして、「旧基
準（2025/3以前）」を ONにしてください。 

 旧基準の壁量計算を行う場合は、「旧基準（2025/3以前）」を ON 
 構造計算を行うが、新基準の壁量計算も行う場合は、「新基準（2025/4以降）」
を ON 
計算書『存在壁量の算定』『必要壁量の算定』に、計算基準が明記されます。 1 

2 

次のように設定名称を変更しました。 
 Ver.11：令 46条第 2項（集成材等建築
物） 

 Ver.10：壁量検定を対象外とする（令
46条 2適用） 

新基準の壁量計算の場合 
・ 準耐力壁の壁倍率が含まれます。 
・ 壁倍率は7.0倍が上限となります。 

「令 46条壁量計算」を行わない設定の追加 ／  新基準の壁量計算 

 高さに関する制限（13m⇒16m）を変更 

 3階建て 13m超 16m以下で、かつ「初期設定：構造計算条件Ⅰ」
の「層間変形角・剛性率・偏心率」にある「層間変形角の検討」が
OFFの場合に、初期チェックにてエラーが表示されます。 
● エラー 
1029R:階数が 3で最高高さ 13m超かつ 16m以下のため、鉛直方
向の安全性確認が必要になります【2025年 4月～】 
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 令 46条壁量計算抜粋版の確認申請用図書を出力可能 

 

 
確認申請で使用できるように、「構造計算」ダイアログの「壁量計算・偏心率・柱の設計（軸力）・接合部の設計」を ONにする
と、壁量計算、偏心率、柱の設計（軸力）、接合部の設計のみの計算書を出力します。 

【出力される計算書】 

柱頭柱脚接合部の引抜検定用の壁倍率があ
る場合は、引抜用の壁倍率を設定します。 

特殊耐力壁の壁倍率を、令 46 条壁量計算に
算入する場合は ONにします。 

狭小耐力壁や制震ダンパーの計算に対応しました。 
455mm未満の狭小耐力壁を入力できるようにしました。計算書において、特殊耐力壁（狭小・ダンパー等）を使用した箇所を
認識しやすくなります。 

特殊耐力壁の対応 

特殊耐力壁を登録する 
特殊耐力壁は、「初期設定」ダイアログの「構造計
算条件Ⅱ」タブの「面材倍率設定」の「＜特殊＞」
タブで登録します。 

特殊耐力壁の鉛直構面剛性
（Pa×150または Pa×120）を
選択します 

CAD 画面、柱壁伏図
には、特殊耐力壁の面
材番号が「※」で表記
されます。 

耐力壁の指定長さ（柱芯間）を設定しま
す（200～2000㎜）。 
「指定長」以外の長さで特殊耐力壁を入
力すると壁倍率が無効になります。 

一般的な耐力壁面材
は、「＜一般＞」タブ
に登録します。 
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※ 指定長が OK のとき、特殊耐力壁
の壁倍率が加算されます。 

※ NG の場合は、特殊耐力壁の壁倍
率は無効となります。 

特殊耐力壁を入力する 
耐力壁の入力ダイアログ「鉛直構面」ダイアロ
グの「外面」「内面」にて「特殊」を選び、「仕
様」にて特殊耐力壁を選択します。 

※ 一般的な耐力壁面材の場合は、「仕様」にて
「一般」を選択します。 

【属性ダイアログ】 

耐力壁の壁倍率 

910㎜ 

面材番号 

1つの耐力壁において、一般耐力面材の剛性Pa×150（※1）
と特殊耐力壁 Pa×120（※2）のように併用している場合、
剛性は平均したものとなります。 
 剛性値 ＝ （150＋120）／2 ＝ 135 となります。 

特殊耐力壁の柱頭柱脚の引張耐力の検定 
壁倍率と引抜用壁倍率が異なる特殊耐力壁が入力されている場合、計算書「柱頭柱脚の引張耐力の検定」の「Δ Qa×Hi」に 
「*印」が表示されます。 

※ 次図は、N値計算法準拠における計算書です。 

※ その他にも、建物全体と異なる剛性の特殊耐力壁が入力されている場合、計算書「鉛直構面の許容耐力と剛性の算定」の「K」
（壁のせん断剛性）などに「*印」「**印」が表示されます。 
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計算書の柱壁伏図に、面材番号・凡例を表記できるように拡張しました。使用している面材、特殊耐力壁を確認しやすくなり、
申請図面の視認性向上により申請業務をスムーズに行うことが可能です。 

計算書-柱壁伏図の面材表記 

 

CAD上に耐力壁の面材番号を表示できるように拡張しました。使用している面材、特殊耐力壁を確認しやすくなりました。 

CADに面材記号を表記 

【初期設定（構造計算条件Ⅰ）】 

【計算書の柱壁伏図に面材番号を表記しない：OFFの場合】 

一般的な耐力面材
の番号 

※印：特殊耐力壁 
   の面材番号 

【面材番号表示：ONの場合】 

【面材番号表示：OFFの場合】 

入力されている耐力壁が長さ規定 NGにより、壁倍率が無効になっている耐力壁に対して、ワーニングメッセージを表示するよ
うに改良しました。壁倍率が反映されていない耐力壁の登録ミスを防止します。 
 
・ 筋かい有りの耐力壁（900㎜以上必要）※1 （例）455mmの耐力壁シンボルは壁倍率 NG 
・ 一般面材の耐力壁（600㎜以上必要）※2 （例）455mmの耐力壁シンボルは壁倍率 NG 
・ 特殊面材有の耐力壁（指定長 350㎜）※3 （例）400mmの耐力壁シンボルは壁倍率 NG 
 
※1：筋かい、一般面材の最小長さは、「初期設定：構造計算条件Ⅱ」で設定します。 
※2：一般面材の耐力壁の最小長さを 455㎜としたい場合は、「面材耐力壁 455㎜使用」が ONにする必要があります。 
※3：特殊耐力壁の指定長は、「初期設定：構造計算条件Ⅱ」の「面材倍率設定」の「＜特殊＞」タブで設定します。 

耐力壁長のチェック 

455㎜ 

【筋かい ＋ 一般面材の耐力壁】 

壁倍率が無効になっている
ことを示すワーニング 




